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「若い母親であることは、大変なこと
です。私たちは重い責任を背負って
います。それなのに私たちには物
事を決める自由がありません。」
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避難生活を送る思春期の女の子や
若い母親たちとの協議：
調査結果と提言の要約

女の子を中心とした画期的な調査方法

プランの思春期プログラム作成ツールキットは、南スーダン難民である思春期の女の子と若い母親たちおよ

び、エチオピアとウガンダの受け入れコミュニティとの協議とプログラムの設計をサポートするために使われた。

このツールキットは、思春期の女の子自身が主導する参加型の協議を支援する、思春期の若者向けのさまざ

まなツールを提供している。

協議では、質的データに重点を置いた混合手法が用いられ、「ビジョニング」が採用された。「ビジョニング」とは

グループでの協議活動であり、女の子が未来像、直接的で長期的なニーズや優先事項、そして未来像を実現

するための既存の障壁やリスクを明らかにするのに役立つ。年長の思春期の女の子とコミュニティの指導者

が、「ビジョニング」の共同進行役として訓練を受け、合計255人の思春期の女の子と若い母親が協議に参加し

た。

主な調査結果：避難生活を送る思春期の女の子と
若い母親について学んだこと
協議の中で、思春期の女の子と若い母親は以下の点を強調した。

移住は早すぎる
結婚のリスクを
高める

思春期の女の子による

と、早すぎる結婚の割

合が上昇している原因

として、治安の悪さや移

住だけではなく、避難す

る家庭や受け入れコ

ミュニティにかかる経済

的負担にもある。このこ

とは、女の子自身の結

婚に対する考えにも影

響を及ぼしている。

既婚の女の子と若い
母親は、より多くのリ
スクに直面している

既婚の女の子や若い母親

は、さまざまな困難に直面

している。学校教育を受

け、仕事に就く機会を逃す

だけでなく、社会的孤立

や、親、夫、義理の家族の

手による深刻な暴力、虐

待、ネグレクト、搾取に直

面することも多い。シング

ルマザーや性暴力のサバ

イバーである女の子は、

更にスティグマや差別にさ

らされる。

思春期の女の子や若い
母親は、教育を受け、収
入を得たいと望んでいる

女の子は、学校に行き、仕

事に就くことに強い意欲を

持っている。しかし、これらの

目標を達成するまでに、いく

つかの課題に直面する。女

子教育は軽視されていて、

学校は安全な場所ではな

い。ほとんどの女の子は途

中で学校をやめてしまい、そ

の後の人生で自分の収入を

得ることもできない。難民で

ある既婚の女の子や若い母

親は、非常に大きな社会的、

文化的、法的障壁に直面し

ており、それが経済的エンパ

ワーメントを阻んでいる。

若い母親は自分と
子どもの健康を心配
している

思春期の女の子によると、

性と生殖に関する健康と権

利(SRHR)に関する情報や、

物資、サービスの不足が、

女の子の中途退学、危険な

性行動、望まない妊娠のリ

スクを高めているということ

である。難民コミュニティに

いる女の子や若い母親は、

健康上の不安にさらされな

がらも、自分と幼い子ども

のための医療にアクセスす

ることが容易ではない状況

にある。
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思春期の女の子と若い母親にとっての優先事項
思春期の女の子と若い母親は、自身の目標を達成するためのリスクや障壁だけでなく、こうした障壁に対処す

るためにとるべき優先的な行動も特定した。その結果、プログラムにおける優先事項が以下の通り決定され、エ

チオピアとウガンダでの複数年にわたるプロジェクトに盛り込まれた。

教育、仕事、健康と保護を
維持するための支援

家庭やコミュニティ
との協力

サービス提供の改善

• 思春期の若者が新しいスキルを身

につけ、安全に過ごし、性と生殖に

関する健康(SRH)を促進するのに

役立つ情報

• 思春期の女の子のための一対一の

カウンセリング

• ピアグループ活動

• 職業訓練を含む教育へのアクセス

• 収入を得る仕事へのアクセス

• 生理用品と情報の入手

• ジェンダー平等と女子教育

を促進するための保護者と

の関わり

• 保護者のための情報とサ

ポート

• 家庭生活への支援、特にシ

ングルマザーへの支援

• 男女それぞれのゲートキー

パー（訳注：組織や境界を越

えて、その内部と外部をつな

ぎ合わせる人）と関わり、コ

ミュニティ内に変化をもたら

すこと

• すべての思春期の女の子、特

に難民や若い母親とその子ど

もが、医療を安全に受けられる

ようにすること

• 保護に関する懸念を通報する

ための安全な連絡手段の確保

• 教師、学校、組織と連携し、思

春期の若者が教育を継続また

は復学するための奨学金制度

を推進すること
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背景：エチオピアとウガンダの
南スーダン難民
南スーダンの紛争は5年以上続き、400万人（南スーダン人の3人に1人）が移住し、800万人以上の人々が人道支

援を必要としているi。約230万人が近隣諸国で保護を求めているが、その大半は女性と子どもである。思春期の

女の子や若い母親との協議は、南スーダン難民の半数以上（58％）を受け入れている隣国エチオピアとウガンダ

の難民居住地で行われた。

南スーダン

南スーダンの　
女の子の

半数
が18歳までに
結婚すると推定
されているiv

 400万人 
の避難民のうち、半数以上
（240万人）が18歳未満である

は18歳未満であるii

南スーダン国内の人口の

57%

約

200万人
の女性と女
の子がジェ
ンダーに基
づく暴力
(GBV)の危
険にさらさ
れているiii
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南スーダンからの難民

約

230万人
が近隣諸国で保護を求めているv

83% 

の南スーダン難民は女性
と子どもであるvi

の南スーダン難民が18歳
未満であるvii

約

90万人
の南スーダン難民が
ウガンダに居住して
いるviii

超36万人
の南スーダン難民が
エチオピアに居住して
いるx

66% 
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思春期プログラム
ツールキット
思春期プログラムツールキットは、思春期の若者たちの強い意欲、エネル

ギー、革新性、 能力、そして女の子の主体性をもとに作成された。このツール

キットは、思春期の若者たちが危機的な状況においても、学び、導き、決断

し、成長することを支援する指針と手段を提案する。

このツールキットは、思春期対応プログラムの作成を推し進めるものであり、女

の子や危機的状況にある思春期の若者に特に配慮しつつ、彼ら自身が特定し

たジェンダーや年齢特有の多様なニーズ、優先事項、能力などに応じた行動

に留意して設計し、実施するものである。

ツールキットは４つのパートから成っている。

1. 危機的状況にある思春期の若者に投資すべき理由。

2. 危機的状況において、思春期の若者が学び、導き、決断し、成長することを支援するための変化の理論。

3. 成果のイメージと主な支援方法を提案するプログラムの枠組み。

4.  人道支援活動において、危機的状況における思春期の若者とともに/のためのプログラムを作成するため

の段階的な指針であり、思春期の女の子に手を差し伸べ、支援するための13の実践的ツールと考慮すべ

き重要事項を含む。

2019年10月～2020年1月にかけて、エチオピアとウガンダで、ツールキットの手引きとツールを使い、新しい

思春期プログラムの設計のための情報収集を具体的な目的として、南スーダンの思春期の女の子と若い母

親、そしてエチオピアとウガンダのホストコミュニティとの協議を行った。

危機的状況にある思春期の若者とともに/のためのプランの取り組み

このツールキットは、危機的な状況における思春期の若者と女の子からの数多くの提言と、人道支援者が以

下のようなことを行うべきであると示す根拠に基づいて作成された。

• 思春期の若者と女の子を活動の中心に置き、活動の原動力となるよう呼びかけ、彼女たちの参加を促し

リーダーシップを育成する。

• 女の子に特有のリスクや障壁に対処すべく、男の子や男性に働きかけ、女の子や女性に対するジェン

ダー不平等、差別、暴力の解消に取り組む。

• 思春期の若者のための活動を向上させるために、あらゆるレベルで、家族やコミュニティ、地域の権力

者、サービス提供者、責務履行者、人道支援者と協力する。

• 保護、教育、SRHR、経済的エンパワーメントの支援を網羅した、計画的に多様なプログラムを作成し、思

春期の若者や女の子のニーズと能力に適したものを、状況に応じて提供する。.
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思春期の女の子や若い母親たちとの協議

協議では、思春期の女の子（10～19歳）と若い母親（14～24歳）が、移住が彼女たちに与える特有の影響

をどのように理解しているかを探る。この協議によって彼女たちは、自分にとって切実なニーズと将来の優

先事項について声を上げることができる。協議は主に2つの質問によって進められた：

• 避難生活を送る思春期の女の子や若い母親にとっての主なリスクファクターや脆弱性は何か

• 思春期の女の子や若い母親にとって、当面のニーズと将来の優先事項としてどんなことが考えられるか

調査方法

 協議は、プランのCentre of Excellence for 
Girls in Displaced Settingsxの支援を受け

て、エチオピアとウガンダのプラン・インター

ナショナルが実施した。協議は、エチオピア

のガンベラにある4カ所と、ウガンダの西ナイ

ルにある2カ所にわたる、難民居住区とホス

トコミュニティで行われた。

協議では、質的データに重点を置いた混合

手法が用いられた。協議は、すべての場所

で、10～12人程度の参加者からなる男女別

のグループを対象に、ビジョニングの手法を

用いて行われた。 グループは10～14歳の

思春期の女の子、15～19歳の思春期の女

の子、20～24歳のユース女性と年齢別で作

られ、合計255人が協議に参加した。

さらに、フォーカス・グループ・ディスカッショ

ンを通じて、思春期の女の子を持つ70人の

保護者の意見を聞いた。

思春期の男の子やユース男性を含む10～

24歳の若い世代を対象として個別に、量的

世帯調査ツール「思春期プロファイル」を実

施し、協議で得られた知見を相互参照し

た。Kobo Collect を使用し、エチオピア及び

ウガンダで、総計416件の調査が実施され

た。

思春期評価のための枠組み

この枠組みによって、危機にある思春期の若者

の状況について知る必要のある情報の一端が

明らかになった。このツールは、どのような情報

が入手可能で、何がまだ欠けているのかを特定

し、協議のためのより具体的なテーマや質問を

選択するためのチェックリストとして、机上調査の

際に使用された。

思春期プロファイル 

この世帯調査は、対象となるコミュニティの思春

期の若者に関する基本的な人口統計データを収

集するものである。このツールはデータの不足を

埋めるのに有効であり、例えば就学状況、家庭、

結婚の状況などに関連する初期の危険因子と保

護因子を特定するのに役立つ。

ビジョニング演習

この質的な協議ツールは、思春期の女の子や

ユース女性との協議で使用された。ビジョニング

は、女の子たちが未来像、直接的・長期的なニー

ズや優先事項、未来像を実現する際に障壁とな

ることや、リスクを明らかにするのに役立つ。

これらのツールの詳細については、「思春期プロ

グラミングツールキット」を参照のこと。
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エチオピアとウガンダで合計416件の調査がKobo Collectを使って実施された。

協議は、思春期の女の子とユース女性の声を、ニーズ評価とプログラム設計の中心に据えるという方針で行わ

れた。ウガンダでは、同じコミュニティに住む6人の年長の思春期の女の子がデータ収集者としてのトレーニング

を受け、仲間とともに調査やビジョニングを行った。

セーフガーディングと倫理のプロトコルには、スタッフを含めた関係者全員のセーフガーディングポリシーおよ

び行動規範への署名、全協議参加者とその保護者からのインフォームド・コンセント、セーフガーディングリス

ク評価の実施、セーフガーディングに関する潜在的な懸念がある場合の照会メカニズム、協議における地域の

保護担当者の配置、思春期の若者に理解しやすい協議ツールの設計、セーフガーディング、報告、照会手続

きに関するデータ収集者の研修などが含まれる。



「結婚持参金は、必需
品購入のため、借金を
清算するため、あるい
は女の子の兄弟の結
婚費用を賄うために使
われます。」
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調査結果：
避難生活を送る思春期の女の子と
若い母親たちについて学んだこと
エチオピアとウガンダで協議した思春期の女の子とユース女性は、異なる状況、文化的背景、そして避難生活

の体験にもかかわらず、多くの共通点を持っていた。避難生活における思春期の女の子やユース女性の経験

は、辛く苛烈なものである。同世代の男性と比べて、思春期の女の子やユース女性は、中途退学、家族離散、

早すぎる結婚、10代の妊娠、就労の制限など、複数のリスクに直面する可能性が高い。なかでも既婚の女の

子や若い母親は、特有の課題に直面している。彼女たちは社会的・経済的支援が限られている中で、重い負

担を背負っていることが多い。

協議の中で、思春期の女の子や若い母親は、自分の将来を思い描き、自身や他人を支えようとする能力と意

欲が非常に高いことを示した。それにもかかわらず頻繁に、目標を実現し、日常的なコミュニティ生活に参加

し、自身の意思決定を行う機会を奪われている。

調査結果1：移住は早すぎる結婚のリスクを高める

南スーダンでは、思春期の女の子の50％が18歳までに結婚している

(男の子はそれ以降で結婚する)。この割合はエチオピアでは更に高

く、調査対象となった難民の女の子の76％以上が18歳未満で結婚し

ている。ウガンダでは、公表されている早すぎる結婚率はもっと低かっ

たが（調査対象の思春期の若者の25％）、ウガンダの現場スタッフ

は、ウガンダでは早すぎる結婚が違法であることから、実際にはもっと

高いと思われることを指摘した。

思春期の女の子との協議では、ウガンダにいる南スーダン難民の女の子の多くが、結婚するために一度南

スーダンに戻り、その後またウガンダに戻ってくるという話だった。南スーダンの女の子はまた、自身のコミュ

ニティでは早すぎる結婚が常態化しており、移住によって18歳未満で結婚する女の子が増えるだけでなく、よ

り低年齢で結婚することにもつながっていると強調した。

早すぎる結婚は、南スーダンでは既存の文化的風習で

あり、男女不平等が常態化しており、女の子の意思決

定権が限られたものでしかないことにも要因があるxi。

だが、思春期の女の子たちは、危機や移住の際には、

早すぎる結婚によって家族が経済的に救済されること

もあると指摘した。

「コミュニティでは、
女の子は14歳で結
婚するべきだと信
じられています。」
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エチオピアでは、食料配給が一家を維持するのに十分でない場合が多いこと、より高い結婚持参金を得るため

に（父親や兄弟など男性の）家族から幼いうちに結婚するよう強要される女の子がいることを、女の子は強調し

ている。 「若ければ若いほど、結婚持参金は高くなります。」結婚持参金は、必需品購入のため、借金を清算す

るため、あるいは女の子の兄弟の結婚費用をまかなうために使われる。

早すぎる結婚は、全体的な治安状況とも強く関連している。一部の

家庭では、安全保障上のリスクを認識し、親が「レイプされないよう

に」娘を若いうちに結婚させようとする。難民コミュニティでもホストコ

ミュニティでも、レイプを含む性暴力を経験した女の子は、スティグ

マを避けるためや家族の評判を「守る」ために、しばしば加害者と結

婚させられると、女の子は指摘している。

社会的・経済的な要因とは別に、難民やホストコミュニティにいる思春期の女の子は、仲間からの影響、結婚生

活の理想化、親の指導の欠如、教育の重要性の軽視なども、早すぎる結婚のリスクを高める主な要因として強

調した。女の子の説明によると、結婚とは、自身の家族の貧困や虐待から逃れるための手段だと考える女の子

もいるが、嫁ぎ先で夫や義理の家族による暴力、虐待、ネグレクト、搾取を経験することも多いという。

早すぎる結婚は10代の妊娠と強く関連している。15～19歳の女性1,000人あたりの出産数が158人である南

スーダンは、世界で最も思春期の妊娠率が高い国のひとつであるxii。本調査の調査データでも同様の割合が示

されており、ウガンダでは調査対象となった年長の思春期の女の子（15～17歳）の13％、エチオピアでは調査

対象となった年長の思春期の女の子（15～17歳）の22％が、少なくとも1人の子どもがいると報告している。10
代の妊娠は、早すぎる結婚の原因であると同時に結果でもある。結婚前に妊娠した女の子は、早すぎる結婚を

余儀なくされることが多い。逆に、早すぎる結婚が思春期の妊娠へと続くことも多い。

難民コミュニティとホストコミュニティの両方において、思

春期の女の子の保護者は、子どもの結婚の最も重大な

要因として貧困を挙げており、難民コミュニティの保護者

は、文化的規範の影響や思春期の子ども自身が結婚し

たがることにも言及している。ほとんどの保護者は、女の

子が学校に通い続けるための手段があれば支援すると

答えたが、学費が払えないこと、年長の未婚の女の子に

対するコミュニティからのスティグマ、遅い年齢で結婚する

と出産する子どもの数が少なくなることへの懸念などから、結婚を遅らせることは困難であることも強調した。親

たちはまた、結婚結納金をもらうために、家族が女の子を結婚させることもあると指摘した。保護者は、家事労

働が大変であること、衣食のような基本的ニーズを満たすこともままならないことなど、一般的な貧困レベルに

ある多くの女の子が「厳しい生活」を強いられていることへの懸念を強調した。また、思春期の女の子にとっ

て、10代の妊娠や出産がもたらす健康上のリスクが大きいことも認めている。

「家族の中の男性
は、より高い結婚結
納金を得るために、
女の子に早すぎる結
婚を強いるのです」

「結婚結納金を得る
機会を、親たちは
逃したくないのです」
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思春期の女の子と若い母親が
特定した早すぎる結婚の危険因子

• 南スーダンにおける既存の文化的慣習として

の早すぎる結婚

• 女の子は結婚のための「資産」であり、収入

源や労働力とみなされるという事実

• 女の子の役割（妻、家事労働者、ケアワー

カー）に対する文化的期待

• 家庭やコミュニティにおける女子教育の軽視

• 性暴力

• 10代の妊娠

• 教育を受けられないこと

• 親のアルコール依存など、虐待的な家庭環境

• 女の子自身の結婚願望

• 仲間によるネガティブな影響と、性行為や早

すぎる結婚に対する同調圧力

思春期の女の子やユース女性が、早すぎる
結婚を遅らせるのに役立つと考える保護要因

• 思春期の女の子たちが、大人になってから結婚するこ

とに前向きであること

• 教育を受けたりや生計を立てたりするための経済的手
段

• 望まない妊娠を防ぐ方法を知ること

• 仲間によるポジティブな影響

• 協力的な親子関係

• 親が女子教育を重視すること

• 虐待などのない、安全で保護的な家庭環境

• 男性家族が教育を重視し、女の子に早すぎる結婚を迫

らないこと

• 女子教育や早すぎる結婚防止について親に助言できる

女性教師や地域のリーダーなど、コミュニティの模範と

なる存在

• 教育や早すぎる結婚を遅らせることの重要性をコミュニ

ティが認識すること

早すぎる結婚のリスクが最も高い女の子たち

• 不就学の女の子

• 家族から引き離された女の子や孤児

• 性暴力のサバイバー

• 極度の貧困家庭の女の子

• 妊娠中の女の子と若い母親
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調査結果2：既婚の女の子と若い母親たちは、
多くのリスクに直面している

既婚の女の子や若い母親たちは、複数の複合的なリスクを経験する。結婚したり、出産したりすると、思春期の

女の子の生活は一変する。ほとんどの女の子は、妊娠、家事労働の重さ、あるいは経済的事情のために、中途

退学する。

夫や義理の両親と同居している既婚の女の子は、意思決定権がなく、コミュニティの主導権から排除されている

と述べている。夫や義理の家族から暴力、虐待、ネグレクト、搾取を受けたと報告する女の子もいる。思春期の

女の子の保護者は、思春期で既婚の女の子にかかる家事労働の負担の大きさを認識しており、これを重要な

懸念事項として強調している。

若い母親は、年齢が若いこと自体が問題だと思っている。
子どもや家庭の世話という重荷を背負う一方で、「適切な

決断を下す」ための経験、情報、社会的・経済的支援が自

身にはないと感じている。思春期の母親の多くは、他者、

特に夫や義理の家族に完全に依存しており、人生におけ

る様々な機会が与えられないと報告している。彼女たちは

コミュニティの他の女の子とは違うと感じ、若い母親である

ことで汚名を着せられていると感じている。地域の大人た

ちから見下されていると感じている人もいる。

若い母親たちは、成人期を迎えてもなお、複合的なリスクに直面し続けている。24歳になるまでに、ほとんどの

女性が2人以上の子どもを産んでいる。しかし、ユース女性たちは、「結婚が早すぎ、適切な指導や支援なしに

行われる」ため、早すぎる結婚の多くが離婚や、女の子やユース女性の放置につながると説明している。南

スーダンからの避難民の女の子は、夫が南スーダンに戻ると、多くの女の子とその子どもたちが見捨てられる

と説明している。ウガンダのホストコミュニティにいる若い母親たちは、離婚や別居の主な理由として、夫からの

暴力、虐待、アルコール中毒を挙げている。エチオピアとウガンダで思春期の女の子や、片親や暴力のサバイ

バーである若い母親たちが、家族やコミュニティの中で偏見や差別に直面していると女の子は報告している。

「若い母親であることは大
変なことです。私たちは重
い責任を背負っています。
それなのに私たちには物
事を決める自由がありま
せん」

既婚の女の子や若い母親は、複数の複合的なリスクに

直面している

• 社会的孤立

• 自由の欠如

• 貧困と他者への高い経済的依存

• 教育、医療、経済的資源へのアクセスの欠如

• 家庭内暴力を含むGBV

• 離婚、放置、離別

• スティグマと差別
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調査結果3：思春期の女の子と若い母親は、
教育を受け、働きたい

学ぶことと収入を得ることは、すべての思春期の女の子と若い母親にとって最優先事項である。だが現実に

は、ほとんどの思春期の女の子は、16歳前後で中途退学している。中途退学の2つの主な原因として早すぎる

結婚と10代の妊娠が挙げられているが、それとは別に、思春期の女の子は、親や夫、義理の家族が女子教育

に価値を見いださなかったり、他の事の後回しにしたり、家族に経済的な余裕がない場合に、中途退学という

結果になりやすいことも強調している。また、生理用品がないことや、学校に安全で清潔なトイレがないことが、

就学や学業修了の障害になっていることも強調された。一部の女の子は、いじめ、教師による生徒への不適切

な扱い、教室の人混みなどの要因によって、学校環境が女の子にとって危険に感じられることを強調した。

エチオピアでもウガンダでも、年長の思春期の女の子や若い母親は、特に夫や義理の家族、その他の家族か

らの支援なしに子どもの世話をしている場合、職業スキルを学び、収入を得たいと強く望んでいる。彼女たち

は、洋服の仕立てや理髪、庭仕事や自分の土地での農業による収入に興味を示している。思春期の女の子の

保護者もまた、（年長の）思春期の女の子や自分にとっての優先事項として、教育と収入を得るための活動を

挙げている。

エチオピアでもウガンダでも、思春期の女の子は収

入を得る可能性が限られていると述べた。既婚の女

の子の中には、夫が働くことを許してくれないと報告

する者もいれば、夫や他の家族に収入を取り上げら

れると報告する者もいる。難民コミュニティの女の子

は出身地にアクセスできず、それが合法的に雇用さ

れる際の障壁となる。女の子によると、経済的な困

窮は、最悪の形態の児童労働や性的搾取を含む搾

取的労働のリスクを高める可能性がある。

「庭いじりをしてたくさんの
作物を育てています。配
給物資は売って食べ物を
購入しているのですが、
食生活を変えてお金を貯
めたい。」

若い母親は、経済的資源を利用する上で複数の障壁に直面している。

• 小規模事業を立ち上げるための土地やその他の経済的資源へのアクセスがないこと

• コミュニティでの有給雇用の機会が限られていること

• ホストコミュニティの従来の仕事における腐敗と搾取（難民に影響が大きい）

• パートナー/夫が女性パートナーの就労を拒否すること

• 夫や他の家族が収入を奪うこと

• 健康不安と食料不安（飢饉）により、女の子の労働能力が制限されていること
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調査結果4：若い母親は自分と子どもの健康を
心配している

エチオピアとウガンダでは、難民コミュニティの思春期の女の子と若い母親が、より多くの健康不安を抱えて

いると報告された（調査者のそれぞれ10％と21％）。一方、ホストコミュニティ側では、ほとんどそのような報

告はなかった。健康上の問題には、慢性的な病気、聴覚や視覚の問題（主に思春期の女の子が報告）、移

動能力の問題（主に思春期の男の子が報告）などがあった。

協議の中で、若い母親は、自分と子どものために医療機関を

利用することが非常に困難であると報告した。エチオピアでも

ウガンダでも、女の子は自分と幼い子どもたちにとっての、医

療サービスにおける主要な欠落を特定した。 

思春期の女の子を持つ保護者は、医療サービスへのアクセス

が限られていることについて、このような懸念を共有していた。

更に親は、子どもが病気になったときや医療が必要なときに

受診できないのは、家族にとって問題だと感じていた。 

10～14歳の思春期の女の子は、月経衛生管理の情報や生理用品の入手が重要であり、それは特に通学を

続けるのに役立つと述べた。15～17歳の思春期の女の子も、SRHに関する情報の欠如が望まない妊娠の

主な危険因子であることを強調した。

「保健所は遠い。
お金がなければ
行けなません。」

思春期の女の子と若い母親たちは、医療とSRHRサービスに対して、以下のような障壁があると認識

している。

• SRH、望まない妊娠の防止、家族計画に関する情報や助言の欠如

• サービスを受けたり薬を買ったりする経済的手段の欠如

• 医療サービスまでの距離が長いこと

• 医療サービス拠点の医療スタッフの不足や、女性の医療スタッフの不在

• 女の子やユース女性に対する専門的な診察、助言、投薬の欠如

• 性暴力・GBVのサバイバーに対する偏見と差別
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思春期の女の子と若い
母親たちの優先事項
思春期の女の子や若い母親たちは、自分に何が必要かを一番よく知っている。彼女たちは、自分と子どもの

明確な未来像を持っている。しかし、協議によると、彼女たちは目標を実現するために必要な支援を受けてい

ない。ジェンダー不平等は、女の子の生活のあらゆる側面に影響を与え続けている。彼女たちは疎外され続

け、教育、暴力からの保護、医療、経済的機会など、基本的な人道的ニーズにアクセスできていない。

このような課題があるにもかかわらず、ウガンダとエチオピアの思春期の女の子は、何を変えるべきかを明確

に認識している。彼女たちは、こうした変化を実現するために人道的アクターやサービス提供者がとるべき具

体的な行動を特定した。協議の中で、彼女たちは以下の行動を提言した。

1. 教育、仕事、健康と保護を維持するための支援

• 新しいスキルを身につけ、安全を保ち、SRHを促進する情

報や、私たちの求めるその他のトピックに関する情報を提

供すること。

• 思春期の若者のための集まりを企画し、自分を大切にする

方法について話をすること。

• 思春期の女の子が1対1やグループでのカウンセリングを

受けられるようにすること。

• 既婚の女の子や若い母親がパートナーと健全な関係を築けるよう支援し、子育て支援を行うこと。

• より身近な場所で質の高い医療サービスを受けられるようにすること。

「子どもを教育す
るために学校に行
きたいです」
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• 私たちが住んでいる場所の近くで、学校やその他の学習機会を得られるようにすること。

• 思春期の女の子やユース女性に月経管理情報と生理用品を提供すること。

• 年長の思春期の女の子や若い母親に、裁縫、美容院、庭仕事や自分の土地での農業など、職業訓練や

収入を得る機会を提供すること。

2. 家族およびコミュニティとの関わり
• 女の子と男の子を同等に扱い、女の子をより大切にし、女

子教育に投資するよう親に働きかけること。

• 思春期の若者の保護者を支援するための家族会を開催

し、思春期の若者を支援する方法について助言を受けた

り、家庭内での暴力、虐待、アルコール/薬物乱用などの

保護上の懸念に対処したり、早すぎる結婚に対処したりす

ること。

• 家族の生計と経済的資産を支援し、（若い）保護者、特にシングルマザーが子どもを養育する手段を持てる

ようにすること。

• 母親やその他の女性世話人、年配の教師や女性グループと協力して、女の子の権利を推進し、早すぎる結

婚の問題に取り組むこと。支援があれば、こうしたコミュニティレベルの女性のゲートキーパーは、コミュニ

ティに住む親に影響を与える重要な役割となりうる。

•  教会指導者、コミュニティリーダー、男性家族（兄

弟、父親、夫など）など、地元の有力者と協力し、

女の子、特に結婚している女の子や若い母親の

状況に対する支援を強化し、認識を高めること。

• 思春期の若者が夜間に外出しないよう、また女の

子が暴力から守られるよう、コミュニティリーダー

と協力すること。

• あらゆる健康上の問題に対して、保健センター

や病院へのアクセスを提供し、安全なサービ

スを提供すること。

• コミュニティリーダー、年配の女性教師、警察

に、懸案事項を報告するための安全な連絡手

段を提供すること。

• 思春期の若者に奨学金を提供する際に、教

師やその他の関係者の協力を促すこと。

• コミュニティで最もリスクの高い思春期の女の子に手を差し伸べること。

• 思春期の女の子や若い母親がプログラムに参加することで、収入や仕事が得られなくなる場合には、その

補償をすること。

「集会に出席するために仕
事を後回しにすると、家族の
石鹸を買えるはずだったわ
ずかなお金を得られなくなっ
てしまうのです。」

「母親たちは私たちを
サポートしてくれます。
彼女たちは親としての
経験があるので。」

「夫がお酒を飲んでいると
き、私は教会に行って、教
会のリーダーに相談しま
す；彼らは夫に責任を持っ
た男性になるよう助言して
くれます。」

3. サービス提供の改善
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優先事項を実践する：
女の子中心のプログラム
思春期の女の子と若い母親たちとの協議は、思春期の女の子とともに/のための3年間の多部門プロジェクト

（2019〜2022年）の設計に反映された。

思春期の女の子と共有された方針はプロジェクト全体のゴールに反映された。思春期の女の子（10～19歳）と

若い母親（14～24歳）が、自身の権利を実現し、早すぎる結婚から守られる機会を確保することである。

思春期の女の子と若い母親が確認したさまざまなレベルでの変化は、より広範な3つのプロジェクト目標の策定

に役立った。

1. 思春期の女の子と若い母親たちが、生活技能、情報、サービスへのアクセスによって能力を持ち、参加

したり指導する立場になる機会も平等に与えられること。

2. 思春期の女の子と若い母親たちが、ニーズが満たされ、平等な権利と機会を享受できるような、安全で

支援的な家庭やコミュニティで暮らすこと。

3. 思春期の若者が、生存と幸福を促進するためのサービスを適宜利用できること。

最後に、思春期の女の子のニーズ、関心、優先事項、そして関わるべき人々に関する具体的なアイディアをも

とに、思春期の女の子を中心としたさまざまな活動が選択された。それは子どもの保護、SRHRや経済的エン

パワーメントの介入にまで渡るものである。このプロジェクトは、思春期の女の子と若い母親たちとともに/のた

めに設計されているが、思春期の男の子やユース男性も対象としている。
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女の子中心の協議とプログラム設計
から学んだ教訓
協議とプロジェクト設計プロセスは、2019年と2020年に行われたプランの新しい「思春期プログラミング

ツールキット」の試験的な導入の一環であり、以下のようなポイントが確認された。

1. 思春期の女の子のニーズと優先事項を理解するために、思春期の女の子と協議する。思春期の女の子、

特に既婚/若い母親/妊娠中/危険にさらされている女の子は、協議の場を設けないと見過ごされやすい

独特のリスクに直面している。思春期の女の子が直接参加することで、保護者、コミュニティの代表者と

いった大人と協議するだけよりも、彼女たちのニーズをより正確かつ包括的に把握することができる。

2. プログラム設計に思春期の女の子と若い母親たちを参加させる。 それが可能で安全である場合は、思春期

の女の子を積極的にプログラム設計に参加させ、彼女たちに特有の絡み合う危険因子に対処し、保護因子

が土台となるようにする。若い母親たちや危険にさらされている他の思春期の女の子のグループは、自身

が何を必要としているのか、どのように関与することができるのか、またどのように関与したいのか、そして

他に誰がプログラムの成功を支援できるのかを最もよく知っている。

3. 協議やプログラム設計の際に、女の子中心の参加型ツールを使用する。 思春期の女の子は、ビジョニング

活動が、自身と子どもの将来について考えるきっかけとなり、とても興味深かったと強調した。この活動に

よって、彼女たちが当面のニーズだけでなく、長期的な優先事項や願望についても打ち明けるようになり、ポ

ジティブな変化をするための行動へと向かう「運転席」に彼女たちを座らせた。

4. 思春期の女の子を調査者として訓練する。 ウガンダでは、思春期の女の子とコミュニティメンターが、ビジョ

ニングのファシリテーターとして訓練された。女の子たちは、それが自分にとって力になる経験であり、仲間

のために安全で信頼できる環境を作るのに役立ったと報告した。思春期の女の子は互いに話し合うことで、

日常生活上の重要な問題についての考えを共有し、自分たちの可能性を実現する上での障壁について説

得力のある証拠を提示した。

「学校内外で、女の子はさまざまな課題に直面し
ます。協議実習では、障害のある人たちと一緒に
働く方法を学びました。この実習で自信がついた
ので、他の人、特に同世代の人たちにも声をかけ
ることができるようになりました。仲間に助言する
ことを学びました。」

– 思春期の女の子、ボロリ難民居住区、ウガンダ
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5. 思春期の女の子との継続的で有意義な関わりの場を設ける。 思春期の女の子の参加と関与は、プログラ

ムサイクル全体を通して一貫していなければならず、協議の段階だけに限定してはならない。思春期の女

の子と若い母親たちは強力な変革の担い手であり、人道支援者は、彼女たちの声を高め、広げていくため

の行動を継続的に見つけていくべきである。

「思春期の女の子や若い母親たちがさらされている
リスクや懸念のいくつかを知ることができました。人
前や集団の中で話したり、自分を表現したりするこ
とに、とても力をもらい、自信が持てるようになりまし
た。(…)以前は人を恐れていました。今まで使った
ことのなかったタブレットやKobo collectの使い方も
学びました。また、カウンセリングのスキルや思春
期の若者の指導も学びました。」

–思春期の女の子、パギリニャ難民居住区、ウガンダ
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